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t 水落遺跡第9次調査

はじめに

漏刻台と これを方形に囲む廊状建物を中心区画とする

水落追跡について、本年度は、その外事ri施設の検出を主

目的に、昨年度の第8次調査の南隣接地において調査を

おこなった。調査而棋は533m'である。

基本層序

上から )1眠に、 耕作土、床土、炭混り褐色砂質土(平安

l時代造物包合府)、茶褐色土i毘褐色砂または茶褐色徴砂、

l情褐色徴砂(古墳時代追物包合用)であった。茶褐色土

i昆り褐色砂または茶褐色徴砂の上面で平安時代な Eの追

椛を検出し、 n音褐色微砂上而で7i止紀代に属する遺構を

検出した。

遺構

検出した造桝は、時期別にみると、 7世紀

代に属する掘立柱建物、平安時代の掘立柱建

物、掘立柱塀、合口土器棺墓、中世以降の耕

作にともな う紫掘構など、おおよそ3期に分け

られる。

7世紀の遺構 掘立柱建物SB3700は規模の大

きな束四棟建物で、桁行4間(柱間3.08m等

間)、梁I1:J3 1m (柱11I12.67m等11日)の身舎に、

調査区内では南 ・東 ・北に庇がつく 。庇の出

はいずれも2.67mである。西而は調査区外に

あるが、西にも庇があって四而庇建物になる

であろう。柱掘形の平而の形状は一辺 1-1.8 

mの方形て¥現存の深さは約0.7-1.1mある。

柱はすべて抜き取っていた。抜取穴は、不整

円形て¥掘形内におさまるものが多L、。柱掘

形のきE土は茶褐色砂質土や喋i昆り|清褐色砂質

土などで、抜取穴の埋土は褐色砂質土などで

あった。建物の方位は、柱根や痕跡によらな
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いので正確を期しがたいが、 方眼北に対して東に40分前

後振れる。

平安時代の遺構 掘立柱，建物SB3703は、調査区東側にあ

る南北棟建物で、桁行3rnJ (柱問2.3m等間)、梁間 2間

(柱間1.85m等間)である。この束に柱筋が平行な 3111'Jの

t目立柱塀SA3710がある。柱r:日は2.2m前後である。

掘立柱建物SB3707は、西側にある東西棟建物で、桁行

4問(柱間2.38m等間)、梁!日J2問(柱IIlJl.8m等間)で

ある。南側にやはり東西煉の掘立柱建物SB3706がある。

桁問 3間 (柱間2.07m等間)、梁間 2間(柱問1.6m等間)

である。この建物は総柱構造である可能性もある。

SB3707の北側には3111]の捌立柱塀SA3709があり、柱

聞は2.37m前後である。目隠;塀と推定される。

SA3709の西の柱の1m、南側において合口土器持基

SX3708を検出した。掘形の形状は、南北に長い楕円形
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て¥長車111約0.48m、短車111約0.36m、現存のi奈さは約0.1

m。ここに 口縁部を合せた袈2伊li本営南北方向に、横倒

しに据えてあり、 北側の袈内部には直径約14cmの土師器

Jlllが裂の底面に添うようにおいてあった。柁内には、そ

れ以外に造物はなかった。

遺物

土器、 瓦、金属製品、石製品などが出土している。

土器のうち最も多いのは、古墳時代に属するも ので‘あ

る。そのなかには、純叩き文の陶質土器のほか、裕子日11

き文などをもっ軟質の斡式ニiニi12も含んでいる。 7世紀代

の土器類はきわめて少祉て、あ る。

11汗丸瓦は、飛鳥寺V型式3)点の{也、阿川11.XIV. XV 

b各l点がある。軒平瓦は出土しなかった。

金属製品としては、鉄鉱・鉄釘などが、石製品て1立、

石帯が出土した。

まとめ

本調査区において規模の大き い建物SB3700がみつか

った。上述のように、泣椛の重緩や、 7世紀代のtI'，土造

物はきわめて少ないので、この建物のこまかな所属時期

を決定することはむずかしい。

そ二で、いま建物の方位によるとすれば、その振れは、

方眼北に対して東に40分前後である。 この方位は、石ネI!I

泣跡と水落追跡、を区画する大:tASA600や水落追跡第7次

調査区石組講SD3400、さら に石神追跡AJUj(斉lザl判)の

図37 合口土器信型車SX3708(束力、ら)

うちA-1 J明からA-3 JUJの古い段階にかけての諸施設群

に一致する。

一方で、 水落逃跡の礎石建物を合む中心区Imlは方眼北

に対して西に約40分振れている。 この述いを重視して、

いまはSB3700を漏刻古などの中心区@Iに先行して建て

られた建物としておきたい。

今l叫の開予tと、第7・8次調査 (r藤原概報25・26J)

の成よIkをあわせるし水落追跡においては中心区画の建

設にともなって、その南50m以上にわたる範囲に建物や

ilJf. l:いった池上構築物を新たに建設した形跡はないこと

になる。

また、 7j-q存追跡のI訂を~Jl!ilす塀は未検出である。外事11施

設を含めた空Ili!利用の実態の解明については、なお今後

の調査の進展に委ねねばならな L、。(深，翠芳樹/考古第1) 

y=一16.400 y=ー16.390

日 一一 x=ー168.970

。

。一一一 0 一一x=ー168.980
~， 

y=一16.410

10. 

図3日 水落遺跡第9次調査遺憾図(上層)I : 300 色届1)1) Il 卜肘

品、文研午現1/1997-11 41 



2 水落遺跡唱995・唱次調査

はじめに

この調査は、高市郡明日香村大字飛鳥地内について明

日香村が行う下水道挫殺事業にともなう事前調査の第 l

年次の調査である。

調査は、 前年までに検討されたノレー トと順序にしたが

っており、今年度は飛鳥寺寺域北辺から石神地跡、*務

追跡にいたる会長430mHIJに必要とされる合計12箇所の

竪坑予定地について、地怖の存否を確認し、 ノレート確定

の資料を得る目的で実純した。

遺構

調査地は束からN-1・2・3・4、U-1・2・3・4、P-1・

2・3・4と呼ぴ分けた(図35)が、 このうちN-3・4I:P

-4については事業者dJ!リの都合で調査を見送った。なお、

ここで.のN、U、Pはそれぞれ飛鳥藤原宮跡発掘調査部

が設定した飛鳥藤原地域の調査地区割の5AMD-N、5

AMD-U、5AME-Pの中地区名であり、以下、各調査ト

レンチ毎に概述する。

N-1トレンチ 1982年に制査された飛鳥寺東北III~ (飛鳥

寺1982-1次調査 『藤原概報13J)の東約15mの東西旦道

上に、東西3m、南北2mの調査区を設けた。道路敷直

下で、 北3分の1については近年の水路工事によって磁

波されている ことが判明し、南についても地山岩盤とパ

ラス府を確認しただけで遺構は検出されなかった。

N-2トレンチ 飛，13寺寺城東北隅の西40mに位世する東

西皇道上に 1x 1 mの制査区を設けた。府l亨は上から道

路基穂、 暗褐色土、茶褐色土、茶褐色粘質土、 褐色土で、

褐色土上半に軒丸瓦(飛鳥寺 I型式) 1点などの遺物が

少:hl含まれるだげで、それ以下は地表下約 2m まで~!'.~造

物府が統〈 。この高さは東北1I尚検出時の地桝而をこえて

おり、調査区内では遺構は確認されなかった。

U-1トレンチ 1977年に飛鳥寺寺域北限塀 と北I'[J及び外

i畿を検出した調査区(飛鳥寺北方の調査 r藤原概報8J) 

の西北に隣接する東西旦道上に、東西3m、南北2mの

淵査区を設けた。府序は上から道路基礎、暗制色土、 i情

茶褐色土、茶褐色土、 制色土である。上而から0.7-0.9

mの褐色土商て湖"Yj搬出をおこなった。 jft柑色粘質土を

担l土とする土坑2越を?検出したが、外i樹立検出されなか

った。土坑はともに東西に長〈、調査区の中程でと ぎれ
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て東には延びない。土坑の方向lま西で南に傾〈方向にあ

る旦道に平行しており、寺峨北限の塀や外i豪の方向とは

一致しなし、。土坑からは少祉の瓦と土器が出土した。相

色土而l立東から商へ下降し東半は比較的浅いが、そこで

も寺城北外濠は検出きれなかった。1977年の調査では外

i奈は澗査区の束7mの位置で北へ折れIlllっており、本調

査区は北["1から北へ延びる通路の上に住置するものと考

えられる。

U-2トレンチ U-1トレンチの西約30mに1x 1 mの

調査区を設定 した。!百}芋は道路基礎、 暗褐色土、日昔茶褐

色土、茶褐色土、褐色土て¥道路面下1mの褐色土上聞

で小穴1を検出した。小穴は直径60cm程の不整同形で、

少祉の土器が含まれ、弥生時代の遺構t思われる。外i張

状の泣榔や堆積土は認められなかった。

U-3トレンチ 飛鳥寺北門から阻へ15mの東西旦道上に

東西3m、南北2mの調査区を設定 した。層Pt=lま上から、

道路基礎、灰褐色土、茶褐色砂質土、灰褐色粘質土、時

灰褐色砂質土である。暗灰褐色砂質土商で北へ緩やかに

下降する東西講を検出。幅1.5m以上、深さ0.4m以上。

さJ.!.土は上府の褐色粘質土と下Jf1のH音灰褐色粘土に分けら

れ、部からは少量の瓦と土器片カrlf.土した。講の南j=2に

は直径60cm大の括鉢状の穴が5基あり、護岸の石の抜取

穴とみられる。位置と規模から、この東西溝は飛鳥寺の

北而外i豪と考えられる。

U-4卜レンチ 石村I追跡第 1次調査区の東南向の旦道交

点に 1x 1 mの調査区を設定。この旦道交点は飛鳥寺の
西而大厄の北延長上にあり、寺域北西隅に位置す ると推

定されている。屑序は道路基礎、茶灰褐色土、背褐色粘

土1')1入り灰色砂層、 灰褐色粘質土、 i炎灰褐色徴砂質土、

砂際、 時特色粘質土、背灰色土て.ある。 地表下1.1mの灰

色砂!日は瓦t近世陶器が含まれる旧水路地税!日て¥地表

下1.4mの灰褐色粘質土以下は西に下降する旧流路の雌

制府にあたる。調査は地表下1.6mの深さまで到ったが、

第1次調査区の貰褐色粘土の地山は確認されなかった。

P-1トレンチ U-4トレンチの西約36m、石神追跡第3

次閥抗区の東端付近に南接する束凶旦道上に東西3m、

南北 2mの制査区を設定した。第3次調査で検出した京

凶.fJR辿物の簡に石敷や雄物があるかどうかが課題て.あっ

た。J!'1J子は上から、道路基礎、 賞灰色土、時-灰褐色砂際

土である。地表下0.9mにある時灰褐色砂牒土上而で1111止



の東西紫掘構I粂を検出した。京拘iiiV;:以ftJtま1''1.色村 i二の

入ったH音褐色粘土が広カ刊、それをJlIlニ1..とする点凶油状

の土坑と判断された。なお、土坑にはイit'l'迫跡第3次調

査の椛SD576に特徴的な内色村l土塊が合まれる。」付属消

以北ては束から、 IIff制色粘土を埋土とする浅い円形上坑、

灰色粘土i昆りの砂聴を型土 tする一辺O.6mの.f::l=.穴、喋i昆

りの灰色粘土を塩!こ仁とする一辺1.3m以上の大型住穴符1

~与を検出した。 しかし 、 J，'iJ辺での訴J1ì:成民と付!!刊しでも

ill物などにはまとまらなかった。

P-2トレンチ P-1トレンチの西約40mのT字路交差

点に、 1 x 1 mの調査区を設定。石干'11遺跡第3次調査区

の西南部て\ノド孫泣跡の京北部にあたり、 i~li 五111民JÆ施設

全体に及ぶ掘込地来の北端が想定される位世である。M
J~.: は、 J-.カヨら道路必礎、石炭殻層、 ，';-Jポ柑色-1..、:10'1.灰色

{沙n土・H音灰褐色微!沙土である。J也事長下O.8mのt，'uズ色砂
質二七而て.遺構検出した結巣、南半にH苛茶制色 l二がjぶカリ、

その下はj炎灰柑色料itt-I-.t時柑色砂P1七の可j付から なる

Hl土!日であった。 この船上Jt1I.ii奈さO.3mしか雌JZしてい

ないが、 1985年のノド落追跡第 5次訴11t ( r勝111概幸~H6J )

て'(i'(riJ?t.した掘込地業Jlllニ|二と類似し、また、この位世が礎

石建物の基Jfl北紘の北約12m にあって、:1.~位 It;j紘から掬i

込地業南端までの距離と等 しいことから、全体におよぶ

掬i込地業の北端にあたると判断された。

P-3トレンチ P-2トレンチの南約45m、火跡ノド孫追跡

の懸備地の:rkを通る南北村道上に南北 5m、米VQ2.2mの

淵究区を設定。利子t区の凶fJllJでは1982-86(，1'-の第 2-6

次調査 (f藤原概報12・16・17J ) 、来側では 1994 il~の第 7

次調査 (r藤原慨報25J)が行われており、その成主Rから
調査区内で掘込地業の南端が検出されること は確実であ

った。ただ、第 7次，iI，¥11tではAJUJの*凶JJJf.と BJUJの来四

摘が検出されておらず、その存否の雌JZカf ，i~IWてあった。

lt1斤:は基本的には道路基礎、 1司[ー灰色 ーにす~~制色上、|情

j災禍色i沙質粘土、 時灰色砂質土、 lリl制色Id、である。11音灰

褐色砂質粘土には 9 1!U~の県色土1ffi. }'í が??まれ、 ，)i;、褐色

土と暗灰褐色砂質牛iiJ:t.i泣跡'1'枢部の淵1i:II寺の「褐色砂

質土」に相当す る平安11キf¥:の泣物包合Jr1である。 その下

1mて.の辿椛検出の給米、北半に東西ブ'i11'1(こ.fll1-.の紛が認

められ、掘込I也業の上部にあたると判断された。持li込J也

業主R土は上からl培茶灰色村i質七、 11背版柑色微妙、J二、lリl賞

灰色砂、賞灰色砂で)!!-さ5cm程の互l付をなす。i奈さ40cmま

て'(i'(riJ!.t.したが、従米の所見と変わ らなL、。Jql仁からは 7

IUJ山jij半ftまでの |泊lir.i-i-.~Ji忠総が少l，UI'，土した。

品11;ム地業の悶には地山である I~I .褐色砂のJて に H昔制色砂

i'i 1..カりょがる。 このl沙質十.には 71止紀代の迫物が少社合

まれ、持li込I也業と同H糾UJのj占i辺部の整地七と考え られる。

，~.'.j1t区南端にある礁の入った柱穴①、東西市、 l府灰色料i

i'i 1:の住穴② とその.f1抜][ぇ穴はその上l市て‘検/1'，された。

れ穴①は一辺60cm以上の脱肢で、位|日12.1mにある柱穴③

とともに11青紫色のが仁1-.が合まれる特徴があり、その点て

第 7 次調官の掘込J也業所~ ~:l，i に接して検出した柱穴

SX3414 と防似している。住火③はこのSX3414の点西約

5 mに位前し、住民間・が平安11キ代の造物包合1Mι11で確認

される ことから・|λ安H年代の柱穴と考え られる。:rkjJQHltt立

第6次淵究のSD296の米延長部て幅0.9m、泌さ30cm以

卜'.o.ft火②は第6次制:慌の京iJqJ)Jf.SA295の東経i走者11て¥掬i

j弘中1:抜l[K穴が東西川とほぼif1複していて凡傾めにくい

点も第6次調査の所見と一放している。

以卜.のよう に、掘j6J也業の南端については当初Jの恕定

j必り の位出で確認され、 AJUIの東西塀tBJUIの京阿h'li:に

ついては第6次調:慌ての所比を再臨認す ること になった。

先iliのように溝とI況とは米の第7次調査ーでは検出されて

おらず、 市はこの位前で南に山が 1)、lJJ(:は南に1J11がるか、

以西棟ill物の北IJlIJ位予11となるむのt考えられる。

U¥Jニ遺物
I.:r.品、瓦、土製JJs、イi製J山

3 のill:込地来型二|二 /lU ..の 上r.:~~jî を合めて極めて少批で、

いずれも迫梢の時JlI]を決定する資料としては貧弱である。

JLは、経理!新20箱分の丸 ・‘1':瓦のほか、粁メL瓦飛J.L寺I

a仰式3点、 XIV型式 2点

}.'，':、がある。

まとめ

U-1では、飛ιマt北門|民J.lliのi立構iffJを確認し、 U-3
では与M:北限の外i長とみられる石Mli型jiiのあ る東凶泌を

確認した。 P - 2 ・ 3 ては、 /J，務追跡の掘込地~の北端と

It，j端iぞ雌認した。その位世lま従米の調査成栄から似l点さ

れたj位りの位置であって、似));1，立正鵠を射たものであろ

う。似ldlにしたがえti.南北村道J..には、 *f存追跡の揃
込地支.をはじめ とする泣怖がi立存し、 P-3のI何について

も訂正~lì此や木樋時渠が延びて いることは確実である。

(西口欝生)
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